
表 紙

11月１日 現在 前月比

男 7,575人 (－19)

女 7,844人 (－14)

計 15,419人 (－33)

世帯数 5,391戸 (－３)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 33人
転入…… 17人
転出…… 22人
婚姻…… １組

市の人口と世帯
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小さい秋み～つけた！
10月9日、玉野小学校と地域活動団体「二ツ森ゆう大

学」が共同で「ブナ林散策と全校芋煮会」を開催しました。
色づき始めたブナ林を低・中・高学年に分かれて散策。
１・２年生は散策後、ブナ観音付近で栗の実や赤や黄色に
染まった落ち葉などをひろい集めました。「見て見て、ど
んぐりひろったよ！」と自慢げに見せてくれた子どもたち。
空っぽだったビニール袋は、帰りの時間には小さな秋のか
けらでいっぱいにふくらんでいました。

(寺町 ブナ共生の森にて)
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落
合
悦
郎
氏
が
地
方
自
治
功
労
に
よ

り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
10

月
31
日
に
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。落

合
氏
は
昭
和
33
年
か
ら
平
成
３
年

の
32
年
間
、
尾
花
沢
市
職
員
と
し
て
務

め
ら
れ
た
後
、
平
成
６
年
３
月
か
ら
平

成
10
年
８
月
ま
で
の
４
年
４
カ
月
の
間
、

尾
花
沢
市
助
役
と
し
て
本
市
市
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

※
瑞
宝
章

ず
い
ほ
う
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
が
あ
り
、
特
に
公
務
等
に
永
年

に
わ
た
り
従
事
し
、
功
績
を
あ
げ
た

方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

髙
宮
氏
は
平
成
18
年
９
月
に
尾
花
沢

市
監
査
委
員
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
14

年
に
わ
た
り
監
査
委
員
を
務
め
、
令
和

２
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
髙
宮
氏
は
、
市
各
部

局
、
消
防
本
部
、
各
行
政
委
員
会
の
財

務
や
事
務
事
業
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
を
監
査
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

市
消
防
団
第
３
分
団
長
の
三
浦
雅
彦

氏
が
、
若
者
の
消
防
団
離
れ
が
進
む
中
、

地
域
住
民
と
協
力
し
、
消
防
団
活
動
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

（
一
財
）
山
形
県
消
防
協
会
の
「
郷
土
を

護
る
消
防
団
員
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

三
浦
氏
は
昭
和
58
年
４
月
に
消
防
団

員
と
な
っ
て
以
降
、
長
き
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
長
く
消
防
団
を
や
っ
て
い
て
、
皆

さ
ん
か
ら
助
け
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
す
。」
と
三
浦
氏
。
こ
れ
ま
で
の
功

績
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
益
々
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。





▲10月23日、受賞の報告で市役所を訪れた三浦氏(写真中央）

▲市長より勲章と勲記を手渡された落合氏(写真左）

▲市長より表彰状を手渡された髙宮氏(写真左）

監
査
体
制
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

（
令
和
２
年
10
月
１
日
よ
り
）

・
代
表
監
査
委
員

小
林

秀
也

・
監
査
委
員

笹
原

和
子

※
敬
称
略

10月31日から11月３日にかけて市民文化祭が開催されました。
11月３日には「山形県少年少女俳句大会」の表彰式も行われ、会
場となったサルナートには、大勢の市民が訪れました。

今
年
の
文
化
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

来
場
者
を
市
民
限
定
と
し
ま
し
た
が
、

展
示
会
場
の
サ
ル
ナ
ー
ト
に
は
絵
画

や
様
々
な
手
作
り
作
品
な
ど
が
テ
ー

マ
ご
と
に
並
び
、
訪
れ
た
市
民
は
作

品
を
じ
っ
く
り
見
て
回
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
は
、
尾
花
沢
雅
楽
や
ま
つ
り
ば

や
し
保
存
会
の
演
奏
、
踊
り
や
バ
ン

ド
演
奏
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、
出

演
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
催
物
で
は

尾
花
沢
囲
碁
愛
好
会
の
囲
碁
大
会
や
、

気
象
も
の
さ
し
研
究
会
に
よ
る
「
Ｒ

３
長
期
天
候
予
想
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
も

行
わ
れ
、
文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い

充
実
の
４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。▲サルナートアリーナに展示された作品。家族

連れなどたくさんの市民が鑑賞していました。

▲尾花沢雅楽保存会による「越天楽」の演奏で
公演の部がスタート。

▲まつりばやし保存会の演奏。夏の花笠まつり
の賑やかさが思い起こされました。

▲｢想思コラボコーナー｣など展示にも工夫が凝
らされ、鑑賞しやすくなりました。

▲日本舞踊の伝統芸能から、社交ダンスやフラダンス、詩吟やバンド演奏など様々
な団体がコンベンションホールで公演を行いました。

▲サルナート入口にずらりと並んだ観賞用菊は、
全て吉田さんお一人によるもの。
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や
ま
が
た
食
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
が
主
催
す
る
令
和
２
年
度
山
形
の
う

ま
い
も
の
「
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ド
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
飲
料
部
門
で
、
農
事
組
合
法

人
ド
メ
ー
ヌ
楽
酒
楽
粋
が
開
発
し
た

「
す
い
か
甘
酒
」
が
、
お
い
し
い
山
形
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

ド
メ
ー
ヌ
楽
酒
楽
粋
は
、
市
内
で
酒

造
好
適
米
で
あ
る
山
田
錦
の
栽
培
と
酒

造
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
酒
造
り
の

過
程
で
出
さ
れ
る
酒
粕
を
利
用
し
て
甘

酒
を
作
る
こ
と
を
企
画
。
㈱
尾
花
沢
市

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
に
製
造
を
依
頼
し

て
尾
花
沢
す
い
か
パ
ウ
ダ
ー
入
り
の
甘

酒
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
年
間
約

３
千
本
の
販
売
を
目
指
し
て
い
き
た
い

そ
う
で
す
。

10
月
19
日
に
「
尾
花
沢
市
保
育
施
設

未
来
予
想
図
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
今

後
の
保
育
所
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言

書
が
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
２
月
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
計
４
回
に
わ
た
っ

て
検
討
を
重
ね
、「
急
激
な
少
子
化
」、

「
施
設
老
朽
化
」、「
新
た
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
へ
の
対
応
」
の
３
つ
の
視
点
で
意

見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
こ
の
提
言
を
受
け
て
、

各
地
区
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
提
言
書
の
内

容
に
つ
い
て
は
市
公
式
HP
「
お
が
ぁ
〜

れ
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

10
月
21
日
、
み
ち
の
く
村
山
農
業
協

同
組
合
が
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
６
基
を
寄





▲ドメーヌ楽酒楽粋の近藤代表(写真左)と、
すいか甘酒の製造を行っている尾花沢市
ふるさと振興公社の土屋さん(写真右）

▲市長へ提言書を手渡しする石塚清委員長(写真左）

【地
元
企
業
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
の
体
験
授
業
開
催
】

こ
の
日
は
北
村
山
高
校
の
１
年
生

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ド
ロ
ー
ン

な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
の
体
験
授
業

を
受
け
ま
し
た
。

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
工
業
は
国
内
外
に

拠
点
を
持
ち
、
主
に
自
動
車
関
連
工

場
向
け
の
自
動
化
・
省
力
化
(Factory

Automation）
装
置
を
設
計
か
ら
製
造

ま
で
一
貫
生
産
し
て
い
る
会
社
で
す
。

装
置
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
ソ
フ

ト
開
発
の
過
程
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
技
術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

授
業
で
は
、
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
工
業

の
従
業
員
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
。
パ
ソ
コ
ン
で

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
と
い
う
無
料
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
環
境
を
使
用
し
て
画

面
内
で
動
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
や
精
密
小
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
操
縦
も
体
験
。
ド
ロ
ー
ン

と
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
小
型
カ
メ
ラ

が
つ
い
て
い
て
、
生
徒
た
ち
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
映
る
カ
メ
ラ
の
映

像
を
見
な
が
ら
、
ボ
タ
ン
で
動
き
を

操
作
。
慣
れ
る
ま
で
操
作
が
難
し
い

よ
う
で
し
た
が
、
前
後
左
右
と
小
回

り
の
効
く
機
械
の
動
き
を
楽
し
み
な

が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

【生
徒
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
糧
に
】

生
徒
た
ち
は
、
社
会
で
益
々
需
要

▲キャラクターの動きをプログラミング中

10月22日北村山高校で、FA機器・電子応用機器製造を行って
いるオプテックス工業㈱（本社尾花沢市）を講師に招き、プログ
ラミング体験授業が行われました。

▲精密小型ロボットを操作する生徒

が
高
ま
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を

真
剣
な
表
情
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
を
通
し
て
、
新
た
な
技
術

に
触
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

尾
花
沢
で
生
ま
れ
た
技
術
が
世
界
を

駆
け
る
｢モ
ノ
づ
く
り
企
業
」
が
存

在
す
る
こ
と
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
将
来
を

考
え
る
一
端
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

10
月
27
日
、
山
形
県
建
設
労
働
組
合

連
合
会
青
年
部
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
を
３

枚
寄
贈
し

て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

市
役
所
２

階
に
設
置

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。

贈
し
て
く

だ
さ
い
ま

し
た
。
視

界
の
悪
い

交
差
点
等

へ
設
置
し

活
用
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
。

保
育
施
設
未
来
予
想
図
検
討
委
員
会

提
言
書
を
市
へ
提
出

み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
青
年
部

ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
を
寄
贈



10
月
17
日
、
芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料

館
で
親
子
13
人
が
拓
本
づ
く
り
に
挑
戦
。

大
類
誠
講
師
の
指
導
で
俳
句
や
昆
虫
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
掘
ら
れ
た
石
の

上
に
和
紙
を
の
せ
、
墨
を
付
け
た
タ
ン

ポ
で
紙
を
軽
く
た
た
い
て
形
を
写
し
取

り
ま
す
。
参
加
者
は
「
難
し
い
け
ど
、

工
作
の
よ
う
で
楽
し
い
。」
と
絵
や
文

字
が
浮
き
出
た
拓
本
を
掛
け
軸
に
仕
立

て
ま
し
た
。
ま
た
、
笹
原
館
長
の
「
芭

蕉
と
清
風
の
も
の
し
り
ク
イ
ズ
」で〝
お

く
の
ほ
そ
道
〞
も
学
び
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
楽
し
さ
！
拓
本
技
法

尾
花
沢
地
区
公
民
館
秋
の
体
験
教
室

平
成
22
年
に
設
立
し
た
「
清
流
と
山

菜
の
里
ほ
そ
の
村
」
が
、
今
年
で
10
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
細
野
地
区
で
楽
し
く

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
地
区
民
全
員
が

会
員
と
な
り
、
毎
月
定
例
会
で
事
業
計

画
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
達
の
雇
用
の
場
と
し
て
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
蔵
を
運
営
し
た
り
、
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
て
年
間
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
流
人
口
を
拡

大
し
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

｢清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村
｣設
立
10
周
年
記
念
式
典

地
区
民
皆
で
迎
え
た
10
周
年

10
月
29
日
、
尾
花
沢
幼
稚
園
内
で
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
人
気
ア
ニ
メ
や
、
プ
リ
ン
セ
ス

の
ド
レ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
の
着
ぐ
る
み
な

ど
十
人
十
色
の
コ
ス
プ
レ
を
し
た
０
〜

５
歳
の
園
児
た
ち
が
お
遊
戯
室
に
大
集

合
。
い
つ
も
と
違
う
格
好
に
園
児
た
ち

も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
そ
の
後
、
年

長
組
さ
ん
は
近
所
の
お
宅
を
訪
れ
、「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！
」
と
元

気
に
声
を
か
け
、
お
菓
子
を
ゲ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
。

尾
花
沢
幼
稚
園
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

か
わ
い
い
仮
装
で
お
菓
子
ゲ
ッ
ト
！

福
原
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

地
域
の
伝
統
継
承

10
月
９
日
・
10
日
、
常
盤
小
３
・
４

年
生
が
大
根
の
収
穫
・
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
８
月
に
鶴
子
地
内
の
畑
に
児
童

達
が
ま
い
た
種
は
立
派
に
成
長
し
、
千

本
の
お
い
し
そ
う
な
大
根
が
収
穫
さ
れ

ま
し
た
。
市
役
所
の
販
売
会
場
で
は
、

袋
詰
め
、
会
計
、
呼
び
込
み
を
分
担
し
、

用
意
し
た
600
本
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完

売
。
翌
日
の
旧
鶴
子
小
・
常
盤
地
区
公

民
館
で
も
大
盛
況
の
う
ち
に
完
売
し
、

児
童
達
は
、
栽
培
、
販
売
活
動
を
通
じ

て
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

常
盤
小
学
校
大
根
収
穫
・
販
売
活
動

み
ん
な
で
育
て
た
常
盤
大
根

10月23日に宝栄牧場の下牧式が行われ、今年度
入牧した肉牛・乳牛合わせて99頭の放牧は終了と
なりました。
５月下旬から広大な高原でのびのびと過ごした

牛たちは、入牧時よりも50～60㎏程度体重を増や
し、毛並みもツヤツヤ。名残惜しくトラックの前
で踏ん張る牛もいましたが、農家の誘導で無事ト
ラックに乗り込み、各牛舎へと帰っていきました。

大きくなって帰るんだモ～
宝栄牧場下牧式
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福
原
小
で
は
地
域
の
先
生
を
招
い
た

ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
〜

６
年
生
の
児
童
が
、
田
植
え
踊
り
、
絵

手
紙
、
太
鼓
、
小
物
、
地
域
探
検
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
習
い
ま
し
た
。
名

木
沢
地
区
に
明
治
時
代
か
ら
伝
わ
る
と

さ
れ
る
名
木
沢
豊
年
田
植
え
踊
り
に
は
、

６
人
の
児
童
が
参
加
。
種
を
ま
い
た
り
、

地
面
に
し
ゃ
が
ん
で
稲
を
植
え
る
昔
の

田
植
え
の
様
子
を
表
現
し
た
踊
り
を
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
元
の
伝
統
文

化
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

県
と
市
、
㈱
お
ー
ば
ん
の
３
者
が
協

定
を
結
び
管
理
し
て
い
る
長
根
山
の

お
ー
ば
ん
琴
の
森
で
「
元
気
森
も
り
こ

ど
も
塾
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
宮
沢

小
と
尾
花
沢
小
の
児
童
延
べ
140
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
万
華
鏡

を
手
作
り
し
、
森
の
散
策
を
ス
タ
ー
ト
。

白
い
斑
点
の
つ
い
た
キ
ノ
コ
、
料
理
に

使
わ
れ
る
山
椒
、
赤
い
木
の
実
な
ど
を

万
華
鏡
に
入
れ
て
の
ぞ
き
込
み
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
森
で
動
植
物
を
観
察
し
、

自
然
環
境
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

お
ー
ば
ん
琴
の
森
元
気
森
も
り
こ
ど
も
塾

落
ち
葉
と
木
の
実
で
万
華
鏡
を
作
っ
た
よ



常盤小学校６年
(三日町)豊島菜々笑さん

な え

佐藤 伶海さん
れ あ

( )常盤小学校
５・６年生14人
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柏
倉
理
来
さ
ん
と
柴
田
純
介
さ
ん
は
、
学
校
の
総
合
部

に
所
属
し
、
新
庄
地
区
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
Ａ

Ｃ
ゼ
ー
レ
」
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
約
50
人
の
チ
ー
ム
メ

イ
ト
が
い
て
、
ど
の
人
が
試
合
に
出
る
か
日
々
の
練
習
を

見
て
監
督
が
決
め
て
い
る
の
で
気
が
抜
け
な
い
そ
う
で
す
。

★
２
人
へ
の
質
問
★

①
自
分
の
プ
レ
ー
の
長
所
は
？
②
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合

は
？
③
新
人
戦
に
向
け
て
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

柏
倉
理
来
さ
ん
(ポ
ジ
シ
ョ
ン

フ
ォ
ワ
ー
ド
)

①
足
が
速
い
と
こ
ろ
。

②
宮
城
遠
征
で
宮
城
の
強
い
人
た
ち
と
試
合
を
し
た
の
が

楽
し
か
っ
た
。
圧
勝
で
勝
つ
の
も
楽
し
い
け
れ
ど
強
い

チ
ー
ム
と
競
っ
て
勝
つ
の
も
楽
し
い
。

③
シ
ュ
ー
ト
練
習
。
動
き
な
が
ら
で
も
正
確
に
シ
ュ
ー
ト

が
打
て
る
よ
う
に
特
訓
し
て
い
る
。

柴
田
純
介
さ
ん
(ポ
ジ
シ
ョ
ン

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
)

①
パ
ス
が
自
信
あ
る
。

②
去
年
、
東
北
リ
ー
グ
昇
格
戦
で
県
内
１
位
に
な
っ
た
。

周
り
が
３
年
生
ば
か
り
で
、
初
め
て
試
合
に
出
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
。

③
体
格
が
大
き
く
な
い
の
で
、
ジ
ャ
ン
プ
で
遠

く
の
ボ
ー
ル
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
下
半
身

の
筋
ト
レ
を
し
て
い
る
。

｢新
人
戦
の
県
大
会
で
優
勝
す
る
た
め
に
特
訓
中
！
」

統合１年目。新しい仲
間が増えて、クラスの
力もパワーアップしま
した。何事にも真剣に
取り組む姿に感心して
います。一人一人のよ
さを生かして、さらに
パワーアップしてくだ
さい。

三浦 敬喜
たかよし

先生

お
悩
み

１
歳
の
子
ど
も
が
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
乗
る
の

を
嫌
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
メ
ン
ト

１
歳
頃
に
な
る
と
、
動
き
回
り
た
く
な
る
の
か

こ
の
よ
う
な
悩
み
が
増
え
る
よ
う
で
す
。

事
例
①
財
布
や
車
の
鍵
な
ど
子
ど
も
が
好
き
な
物
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ト
に
乗
る
と
大
人
し
く
な
る
の
で
乗
る

ま
で
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

事
例
②
家
の
中
に
あ
る
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を
、
子
ど
も

が
乗
る
座
席
の
窓
側
や
足
元
に
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
す
。

お
し
ゃ
ぶ
り
ホ
ル
ダ
ー
を
使
う
と
良
い
で
す
。

事
例
③
子
ど
も
が
犬
が
大
好
き
な
の
で
、「
〇
〇
（
実
家
の
犬
の

名
前
）
の
と
こ
ろ
に
行
く
よ
」
と
か
「
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
行

く
よ
」
な
ど
子
ど
も
に
視
線
を
合
わ
せ
な
が
ら
言
っ
て

い
ま
す
。
車
に
乗
る
前
に
、
子
ど
も
が
興
味
を
ひ
く
よ

う
な
行
き
先
を
伝
え
る
と
良
い
よ
う
で
す
。

事
例
④
夏
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
高
温
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
遮
熱
シ
ー
ト
を
被
せ
た
ら
、

嫌
が
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

編集委員の皆さん

左から 阿部珠羅 能登佳音
vol.48

北村山高校では、10月に生徒会役員選挙
を行い、これからの北村山高校をリード
する新しい生徒会役員を選出しました。

北
村
山
高
校
で
は
、
10
月
13
日
に
生
徒

会
役
員
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
三
密
を
防
止
す
る
た
め
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら

体
育
館
に
集
ま
り
、
北
村
山
高
校
の
次
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
立
候
補
者
の
演
説
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

今
年
は
、
生
徒
会
長
、
副
会
長
、
議
長
、

副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
定
員
通
り
の
立
候
補

だ
っ
た
た
め
、
信
任
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
候
補
者
が
こ
れ
か
ら
学
校

を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い
き
た
い
か

を
考
え
、
熱
い
思
い
を
演
説
し
て
く
れ
ま

し
た
。
新
し
く
信
任
さ
れ
た
生
徒
会
役
員

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
も
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、
私
た
ち
全
員
で
次
の
世
代
の

北
村
山
高
校
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
職
選
挙
の
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
生
徒
会
役
員
選

挙
に
お
い
て
も
本
物
の
投
票
箱
を
市
役
所

か
ら
お
借
り
し
て
投
票
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
投
票
箱
を
使
用
す
る
こ
と
で
本
当

の
選
挙
の
雰
囲
気
を
少
し
だ
け
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
選
挙
の
投
票
率
は
全
年
代
を
通
じ
て

低
い
で
す
が
、
特
に
10
代
か
ら
20
代
の
若

い
年
代
の
投
票
率
が
低
い
た
め
、
こ
の
体

験
を
通
し
て
私
た
ち
自
身
も
選
挙
に
関
心

を
持
ち
、
将
来
、
貴
重
な
権
利
を
し
っ
か

り
行
使
で
き
る
よ
う
備
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市役所からお借りした投票箱 候補者の思いをしっかり聞きました 立合演説会の様子

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
明
る
く
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ク
ラ
ス
で
す
。「
自
立
」「
協
力
」「
挑

戦
」
を
目
標
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

何
事
に
も
一
生
け
ん
め
い
取
り
組
む
と
こ
ろ

で
す
。
放
課
後
マ
ラ
ソ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。

体
力
作
り
の
た
め
に
、
毎
日
学
校
の
坂
を

走
っ
て
い
ま
す
。
今
、
体
育
で
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
は
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
と
な
わ
と
び
で

す
。
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
チ
ー
ム
で
作
戦

を
立
て
て
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
す
。

な
わ
と
び
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
技
や
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
ジ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

｢自
立
・
協
力
・
挑
戦
」

(鶴子1)

な
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ミニ健康フェスタin上柳
秋のブナ林ウォーキング
10月10日、ブナ共生の森で秋のブナ林ウ
ォーキングが開催され、32人が参加しまし
た。参加者は、紅葉で色づき始めたブナ林
を散策し、新型コロナで普段の生活が制限
される中、心身のリフレッシュと日ごろの
運動不足を解消しました。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

方
で
も
、
確
定
申
告
等
の
際
、
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認

定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
満
65
歳
以
上
で
、
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
基
準

日
に
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
。

■
基
準
日
／
税
申
告
の
対
象
と
な
る
年

の
12
月
31
日

■
持
ち
物
／
印
鑑
、
申
請
者
の
顔
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
(免
許
証
等
)

詳
細
は
市
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
介
護
福
祉
係
【内
線
162
】

令
和
２
年
度

防
火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

こ
ど
も
た
ち
の
防
火
教
育
と
火
災
予

防
の
啓
発
の
た
め
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防

火
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
以
下
の

と
お
り
入
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

尾
花
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『大
丈
夫
？
は
な
れ
る
と
き
は

火
を
消
し
て
』

５
年

鈴
木
創
太
さ
ん

『ち
ゃ
ん
と
見
て
タ
コ
足
配
線

火
が
つ
く
よ
』

５
年

横
山
千
咲
さ
ん

福
原
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『お
と
な
り
に
あ
げ
る
安
心火の

始
末
』

６
年

戸
田
爽
太
さ
ん

宮
沢
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『そ
の
油
断
火
事
に
つ
な
が
る第一

歩
』

６
年

石
山
裕
士
さ
ん

玉
野
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『火
の
し
ま
つ
毎
日
か
く
に
ん

火
災
ゼ
ロ
』

５
年

折
原

亘
さ
ん

常
盤
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

『火
の
元
を
み
ん
な
で
確
認

い
っ
て
き
ま
す
』

５
年

五
十
嵐
愛
彩
さ
ん

保
育
園
給
食
放
射
性
物
質
測
定
結
果

園
名

測
定
結
果

給
食
提
供
日

よ
つ
ば

不
検
出

10
月
19
日
〜
23
日

市
内
保
育
施
設
の
給
食
の
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
に
輪
番
で
放
射
性
ヨ
ウ

素
・
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
177
】

【小
学
生
の
部
】

●
県
知
事
賞
『
ひ
と
つ
だ
け
は
ぐ
れ
て

し
ま
う
し
ゃ
ぼ
ん
玉
』
常
盤
小
４
年
古

郡
妃
菜
●
県
議
会
議
長
賞
『
た
く
さ
ん

の
お
し
り
な
ら
べ
て
田
う
え
す
る
』
福

原
小
２
年
髙
橋
禾
有
●
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
『
炎
天
下
カ
ラ
ス
が
渡
る
信

号
機
』
寒
河
江
市
立
西
根
小
５
年
芳
賀

柊
太
●
県
市
長
会
会
長
賞
『
た
べ
か
け

の
す
い
か
を
ぼ
く
の
く
わ
が
た
に
』
尾

花
沢
小
１
年
庄
司
奏
心
●
尾
花
沢
市
長

賞
『
汗
ぬ
ぐ
い
ほ
お
ば
る
母
の
塩
む
す

び
』
寒
河
江
市
立
西
根
小
５
年
安
藤
愛

音【中
学
生
の
部
】

●
県
知
事
賞
『
幽
霊
を
信
じ
た
く
な
る

暑
さ
か
な
』
南
陽
市
立
赤
湯
中
３
年
遠

藤
潤
葉
●
県
議
会
議
長
賞
『
試
合
中
は

気
づ
か
な
か
っ
た
蝉
の
声
』
上
山
市
立

北
中
３
年
小
口
佑
生
●
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
『
ひ
ま
わ
り
も
ア
リ
も
の
ぞ

く
な
通
知
表
』
尾
花
沢
中
３
年
菅
野
利

桜
●
県
市
長
会
会
長
賞
『
町
中
に
ア
ー

ト
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
セ
ミ
』
尾
花
沢

中
３
年
有
路
栞
太
●
尾
花
沢
市
長
賞

『
風
鈴
と
書
き
込
み
だ
ら
け
参
考
書
』

米
沢
市
立
第
４
中
３
年
大
山
玲
衣

問
社
会
教
育
課
文
化
財
係
【内
線
321
】

第
31
回
山
形
県
少
年
少
女
俳
句
大
会

入
賞
作
品
紹
介

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

【樹
木
伐
採
及
び
枝
打
ち
の
お
願
い
】

所
有
さ
れ
て
い
る
道
路
沿
い
の
樹
木

が
道
路
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
降
雪
前
に
伐
採
・
枝

打
ち
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
除

雪
作
業
は
高
さ
3.5
ⅿ
の
除
雪
車
で
行
い

ま
す
。

【流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
】

流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
水
上
が

り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
冬
を
快
適
に

過
ご
す
た
め
、
流
雪
溝
の
使
用
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
中
網
を
開
け
て
投
雪
し
な
い
。

②
重
機
で
直
接
雪
を
捨
て
な
い
。

③
勝
手
な
分
水
操
作
は
し
な
い
。

④
流
雪
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

⑤
水
上
が
り
の
時
、
水
が
少
な
い
時
は

投
雪
し
な
い
。

問
建
設
課
維
持
管
理
【内
線
282
、
283
】

※流雪溝には絶対にゴミを捨て
ないでください。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

居
住
の
除
雪
を
自
力
で
行
う
こ
と
が

困
難
な
世
帯
に
対
し
、
除
雪
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
冬
の
安
心
安
全
な
市
民

生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
②
重
度
心
身
障
害
者
の
み

の
世
帯
③
高
齢
者
に
加
え
重
度
心
身

障
害
者
が
い
る
世
帯

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
世
帯

全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
、
ま
た
は

均
等
割
の
み
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
額
／

上
限
４
万
円
（
千
円
券
を
40
枚
）

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係
【内
線
173
】

11
月
12
日
〜
11
月
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間

で
す
。
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
暴
力
は
、
人
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
＃
８
０
０
８
(は
れ
れ
ば
)

Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス

☎
０
１
２
０
(279
)８
８
９
(つ
な
ぐ
は
や
く
)

【Ｄ
Ｖ
】ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

話
し
て
、
前
を
向
こ
う

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
交
付

令
和
３
年
１
月
10
日
に
延
期
し
て
お

り
ま
し
た
成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
見
通
し
が
立

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
左
記
の
日
程
に

再
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
令
和
３
年
８
月
14
日
(土
)

※
詳
し
い
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
後
日

連
絡
し
ま
す
。

■
対
象
者
／

令
和
２
年
度
成
人
式
該
当
者

令
和
２
年
度
尾
花
沢
市
成
人
式
再
延
期

※
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

中
央
公
民
館
業
務
係
【内
線
326
】

飲
酒
運
転
を
し
な
い
！

さ
せ
な
い
！

許
さ
な
い
！

■
実
施
期
間
／

12
月
11
日
(金
)〜
12
月
20
日
(日
)

飲
酒
運
転
は
重
大
な
事
故
を
起
こ
し

か
ね
な
い
危
険
な
行
為
で
す
。
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
「
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

許
さ
な
い
！
」
を
徹
底
し
、
み
ん
な
で

飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
冬
道
の
安
全
運
転

５
則
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
◇

①
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10
キ
ロ
以

上
減
速
す
る
。

②
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時
の
２
倍

以
上
と
す
る
。

③
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
等
の
急
激
な
操
作
を
避
け
る
。

④
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ
く
見
て

早
め
に
徐
行
す
る
。

⑤
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
追
い
越
し
は
し

な
い
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

【内
線
136
・
137
】

令
和
２
年
度

飲
酒
運
転
撲
滅
・

冬
道
の
交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

問
尾
花
沢
市
少
年
女
性
防
火
委
員
会

消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

県
知
事
選
に
立
候
補
さ
れ
る
方
へ

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
24
日
執
行
予
定
の
山

形
県
知
事
選
挙
の
立
候
補
届
出
予
定
者

説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
事
務
説
明
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
８
日
(火
)

午
前
10
時
〜

■
場
所
／
県
庁
１
０
０
１
会
議
室

(山
形
市
松
波
２

－

８

－

１
）

問
山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
２
３
(630
)２
０
８
１

流雪溝の使用開始は
12月１日からとなります。
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村
山
広
域
７
市
７
町
う
ま
い
も
の
フ

ェ
ア
、
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り

の
併
催
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時
／

11
月
28
日
(土
)、
11
月
29
日
(日
)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
会
場
／

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
１
階
展
示
場

■
入
場
料
／
無
料

※
急
な
変
更
・
中
止
が
あ
り
ま
す
の
で

最
新
情
報
は
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
来
館
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

☎
０
２
３
(635
)３
１
０
０

第
７
回
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

就
職
を
お
考
え
の
子
育
て
中
の
女
性

を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
子
様
と
一
緒
に
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
山
（
村
山

市
楯
岡
五
日
町
14

－

30
)

■
開
催
日
・
内
容
／

○
11
月
30
日
(月
)…
セ
ミ
ナ
ー
「
マ
マ

が
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
お
金

の
話
」、
個
別
相
談

○
12
月
18
日
(金
)…
セ
ミ
ナ
ー
「
ワ
タ

シ
流
就
活
の
ス
ゝ
メ
」、
個
別
相
談

○
１
月
25
日
(月
)…
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職

活
動
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト
」、
個
別

相
談

※
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
の
み
事
前
申
込

が
必
要
で
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形

☎
０
２
３
(665
)５
９
１
５

無
料
｢人
権
な
ん
で
も
相
談
所
｣

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
な
ん
で
も
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
１
日
(火
)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
尾
花
沢
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
『
東
光
館
』

■
相
談
対
応
者
／
人
権
擁
護
員
、
山
形

駒
込
学
生
会
館
、
板
橋
学
生
会
館
の

令
和
３
年
度
新
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
山
形
県
内
に
居
住
す
る

保
護
者
の
子
弟
で
、
首
都
圏
の
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
等
に
進
学
、
在
学

す
る
男
女
学
生
。

■
提
出
書
類
／
入
寮
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
入
寮
願
書
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

事
務
局
か
ら
直
接
入
手
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間
／

①
前
期
募
集
…
令
和
２
年
12
月
21
日

(月
)ま
で

②
後
期
募
集
…
令
和
２
年
12
月
24
日

(木
)〜
令
和
３
年
３
月
６
日
(土
)

■
入
寮
決
定
／
面
接
後
、
前
期
は
12
月

23
日
(水
)、
後
期
は
３
月
10
日
(水
)

に
、
合
格
者
に
の
み
連
絡
し
ま
す
。

問
や
ま
が
た
育
英
会
事
務
局

〒
１
１
４

－

０
０
１
５

東
京
都
北
区
中
里
３

－
７

－
７

☎
０
３
(３
９
４
９
)２
６
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
(３
９
４
９
)２
７
３
１

HP
：
http://yam
agata-ikueikai.com

や
ま
が
た
育
英
会
東
京
学
生
寮

令
和
３
年
度
新
入
寮
生
募
集

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

介
護
家
族
の
会
集
い

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
が
漏

れ
出
し
、
河
川
や
土
壌
を
汚
染
す
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
事
故
の
処
理
費

用
は
、
原
因
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

給
油
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
、
給

油
管
へ
の
落
雪
に
注
意
す
る
な
ど
、
油

流
出
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
整
備
課
生
活
環
境
係

【内
線
261
、
262
】

満
点
の
星
空
の
下
で
、
ゆ
っ
た
り
と

時
間
が
過
ぎ
、
い
つ
の
間
に
か
夢
の
中

へ
…
。
ぐ
っ
す
り
寝
て
、
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
ま
せ
ん
か
？
中
学
生
以
上
が
対

象
で
す
。
HP
か
お
電
話
で
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
23
日
(月
)

■
場
所
／
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
７
(55
)４
２
１
１

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

《近
隣
市
で
の
開
催
》

〇
東
根
市
：
12
月
２
日
(水
)
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

東
根
市
『
さ
く
ら

ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー
』

〇
大
石
田
町
：
12
月
４
日
(金
)
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

大
石
田
町
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
『
虹
の
プ
ラ
ザ
』

【第
72
回
人
権
週
間
】

12
月
４
日
(金
)か
ら
10
日
(木
)ま
で

の
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
べ

く
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

問
山
形
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
３
(625
)１
６
７
６

介
護
に
お
困
り
の
方
、
関
心
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時
／
11
月
21
日
(土
)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
尾
花
沢
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
『
東
光
館
』

■
内
容
／
介
護
者
相
互
の
交
流

■
参
加
費
／
150
円

(コ
ー
ヒ
ー
・
ケ
ー
キ
代
)

問
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
会

☎
０
９
０
(２
８
４
４
)１
１
５
０

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
の
ご
案
内

精
神
科
医
師
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
相

談
は
毎
月
１
〜
２
回
、
村
山
保
健
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
。
家
族
だ
け
の
相
談
も
可

能
で
す
。

■
場
所
／

村
山
保
健
所
（
山
形
市
十
日
町
）

■
申
込
方
法
／
事
前
に
左
記
ま
で
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

問
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課

☎
０
２
３
(627
)１
１
８
４

新型コロナウイルス感染症に係る令和３年度の新型コロナウイルス感染症に係る令和３年度の
固定資産税・都市計画税を軽減します固定資産税・都市計画税を軽減します

事業収入が減少し、厳しい経営環境にある中小事業者、個人事業主に対して、令和３年度
分に限り事業用資産に係る固定資産税・都市計画税の課税が以下の通り軽減されます。下記
期限までに申告書の提出が必要になりますので、忘れずに申請してください。

■対象事業者／中小事業者、個人事業主
■対象要件／令和２年２月１日～令和２年10月31日までの任意の連続する３カ月間の売上高が、

新型コロナウィルスの影響により前年同期に比べて30％以上減少していること。
■軽減の対象となる資産／(１)事業用の家屋 (２)償却資産 ※居住用家屋、土地は対象外
■軽減割合／

■申請方法／認定経営革新等支援機関等（税理士、会計士、中小企業診断士、金融機関、商工
会等）に以下の会計帳簿等(１)～(３)を提供し、特例措置に関する申告書(裏面)
に確認の記名押印をしてもらった上で、市へ申請してください（郵送可）。

■申請に必要な書類 各１部 ※詳細は市ＨＰか、下記までお問い合わせください
(１)特例措置に関する申告書（様式は市ＨＰまたは市役所 市民税務課にあります)
(２)収入減を証する書類（会計帳簿や青色申告決算書の写し）
(３)特例対象家屋の事業用割合を示す書類（事業用家屋の軽減を受ける場合、青色申告決算
書等の該当部分の写し。例：「減価償却費の計算」）

■申請期間／令和３年１月４日(月)～２月１日(月)

提出先・お問い合わせ先／市民税務課 資産税係 ☎(22)1111【内線125～127】

事業収入の減少割合 課税標準額の軽減割合(税額)

30％以上50％未満減少している方 ２分の１に軽減

50％以上減少している方 ゼロに軽減
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